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サハ語(ヤ クー ト語)の 後置型連体修飾 と数の一致
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要 旨

サハ語はいわゆる 「アルタイ型」の言語であり,修 飾要素は被修飾要素に先行することを統語上の

原則とする.本 稿では,こ のようなサハ語の統語法に反し被修飾名詞に後続する連体修飾語について

報告する.後 置型連体修飾を行う語は6つ あり,そ れらには話者による親近感を表すという意味的共

通性がある.後 置型連体修飾においては,修 飾語は数において被修飾語と一致しなければならないと

いう特異性を持つが,一 方で格接辞については,通 常の名詞句の場合と同じく句末にのみ付加 される.

1.は じめに

河野(1989)は 統語的原理に焦点を合わせた類型的分類を試みており,1つ のタイプとして

「アルタイ型」言語を提唱している.ア ルタイ型言語の最大の特徴は,主 要部が最も後方に現

れ,そ れを修飾 ・限定する要素は常に主要部に先行する点である.河 野(1989)は これを 「連

辞的統語原理」と呼んだ。本稿が考察の対象とするサバ語もアルタイ型言語の1つであり,やは

り連辞的統語原理を原則とする1.すなわち,修飾語は主要部に先行することを統語上の原則と

する.と ころがこの原則に反して,意 味的には連体修飾を行うにもかかわらず統語的には被修

飾名詞に後続するという特徴を有する語が少数ある.本 稿ではこの現象を 「後置型連体修飾」

と呼ぶ.本 論文では,後 置型連体修飾における屈折接辞の付加の仕方を記述し,特 に連体修飾

語と被修飾名詞の間に 「数の一致」が起こることを指摘する.まず第2節では,サ バ語の連体修

飾は典型的には被修飾名詞に先行する事実を確認した後,こ れとは語順において異なる後置型

連体修飾のいくつかの例を示す.

2.連 体修飾と語順

2.1被 修飾名詞に先行する連体修飾

第1節 でも述べたように,サ バ語においては修飾語は被修飾語に先行す ることを原則 とする.

(1)および(2)は,連 体修飾語が名詞に対 して先行 し,全 体として大きな名詞句を形成する例であ

1サ バ 語 は東 シベ リア で 話 され るチ ュル ク系の 言 語で あ る
.2002年 の ロ シア国 勢 調 査 に よれ ば,サ バ 語 の 話者

数 は約45万 人 で あ る.サ バ 語の 音 素 は次 の 通 り:1p,b,qdこ 【田,乏[as】,k,&s【シ・h】,x眈刈,1ちm,n,fi[rl],0,1,r,j;a

aaqee,o,oo,eqceeqqunv,i,ii,u,u馬y,yy,uraiquo,yoeノ.【s】 と[h1と は 同 一音 素 に 属す る と考 え られ るが,本

発 表 では 音声 的 隔 た りも考 慮 し区 別 して表 記 して い る.ロ シア語 か らの借 用 語 の うち固 有 語化 され て い ない 語

は,ロ シア 語正 書 法 か らの 転 写 に よ り表 記 してい る.
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江畑 冬生

る.こ の時,屈 折接辞(複 数接辞 ・所有接辞 ・格接辞)は 名詞句中で最も後方に現れる要素,

すなわち主要部である名詞にのみ付加され,連 体修飾語には決 して付加されない.

(1)㎞mkUihalisa-bE血1-n

小 さい 心配一POSS.lPL.ACC

「私 たちの小 さな心配を」

(2)aat-taaxulaxanbuiuistapka・1ar-ga

名 ・PRop大 き い 博 覧 会 ・pレDAT

「有 名 で 大 き な 博 覧 会 に て 」

数量を表す修飾語にも同様の原則が成り立つ.す なわち,数 量詞が名詞に先行して全体とし

て大きな名詞句を形成する.屈 折接辞は名詞にのみ付加され,数 量詞には付加されない.

(3)yssuo1-unan

3方 法 一INST

「3つ の 方 法 で 」

(4)elbexu1a1-1arrga

多 い 家族一PレDAT

「多 くの家族に」

連体修飾節もやはり同様である.連 体修飾節は被修飾名詞に先行しなければならない.

(5)urukku-taanbil・erbOm・mu・ttan

昔 一ABL知 る 一VN.PRES人 々 ・POSS.1S(トABL

「私 が 昔 か ら知 っ て い る 人 々 か ら」

このように,サバ語の連体修飾構造においては,第1節で述べた連辞的統語原理が広く見られ

る.屈 折接辞について言えば,主 要部であり最も後方に現れる名詞にのみ付加され,修 飾要素

に付加されることは無い.つ まり,連体修飾語を含んだサバ語名詞句の構造は,(6)に示すよう

に模式的に示すことが可能である.

(6) 囲 囮PレP・SS-CASE
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サハ語(ヤ クー ト語)の 後置型連体修飾と数の一致

2.2後 置型連体修飾

サバ語に広 く見られる連辞的統語原理に反 し,被 修飾名詞をその後方から修飾する,す なわ

ち後置型連体修飾を行 う一群の語がある.筆 者はこれまでのところ,6つ の語が後置型連体修飾

を行 うことを確認 している.本 節ではまず,そ の うちのいくつかを例 として,連 体修飾語が被

修飾名詞に後続することがあるのを示す.

(7)鼻 魏erejdeextele鉛muuイ 冊garu血UUI・ ・r

母 。POSS.1SG哀 れ な 電 話 す る一VN.pRES-3S(>DAT泣 く:PRES・3SG

「哀 れ な 母 は,電 話 し な が ら泣 い て い る 」

(8)hekcer・dy・mtiik-kesuoroburgu

そ して 見る一PAsr-1SGカ ラ松一DATカ ラ ス 立派な

xonqj℃nolor℃r-u-n

首 を伸 ばす」CV座 る一VN.PRES-3S(トACC

「そ して私 は見た.カ ラ松に堂々 としたカ ラスが首 を しっか り伸ば して座ってい るのを」

(9)㎞ 血um-mluttm-an珂 吻3boraStmS伽laa-ta

冬一ross.1PL過 ぎ るcv夏 愛 す る 歩 く一PAsT:3sG

「私 たちの冬 が過 ぎ去 り,愛 す る夏が歩みを始めた」

(7)から(9)の例において,印 卿aκ 「哀れな」,oburgZt「 立派な」,burasan「 愛する」はいず

れも先行の名詞を修飾 している.連 辞的統語原理を基本とするサバ語にあって,こ れ らの連体

修飾語は被修飾名詞に後続する点で特異性を示 している.連 体修飾語 と被修飾名詞の間には,

副詞など他の自立語が介入することは無い.従 って,こ れらの連体修飾語は先行の名詞 ととも

に1つの大きな名詞句を成すと考えられる.後 置型連体修飾は,す でに指摘した語順だけではな

く,屈 折接辞の付加の仕方についても特異性を示す.こ のことについて,第3節 で詳しく考察す

る.

3.後 置型連体修飾の特徴

サバ語の後置型連体修飾にっいて記述した先行研究は無い.本 節でははじめに,後 置型

連体修飾を行う修飾語の意味的特徴を明らかにする.次 に,後 置型連体修飾において,屈

折接辞の振る舞いが典型的名詞句の場合と異なることを指摘する.

3.1修 飾 語の意 味

筆者 の調査 では,サ バ語 において後置型連体修飾を行 うのは次 の6つ であるこ とが分 か

った:erejdeex「 哀 れ な」,mupzaczt「 哀れ な」,burasan「 愛 す る」,suaha「 愛 す る」,
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a"al'「愛する」,oburgu「 立派な」.こ れら6っ はすべて,被 修飾名詞に対する話者の親

近感を表す という特徴が共通 している礼 従って本稿では,こ れ らをまとめて表愛修飾語 と

呼ぶ3.6つ の表愛修飾語の うち,SWLaha「 愛する」とo吻 「愛する」を除 く4つ は比較的

高い頻度で用いられる。

3.2複 数接辞の付加

表愛修飾語を含む名詞句に複数接辞が付加される場合,複 数接辞は名詞および表愛修飾

語の両方に付加されなければならない.

(10)の 蜘2加rmsatt伽kunlsgum。n山 一lar

妻 。PL愛 す るPLが っか り す る一PAST。3PL

「愛 す る妻 たちはがっか りした」

(11)barα ←larerejdeex-tertUrtcelyaet-tenkuot-asataa-n

狼 一pL哀 れ な 一pLヘ リ コ プ タ ー-ABL逃 げ るCVAUX.CV

「哀 れ な 狼 は,ヘ リ コ プ タ ー か ら逃 げ よ う と して...」

常に複数扱いを受けるion「 人々」あるいは1・2人 称の代名詞 励 壇 「私たち」やehigi

「君たち」が被修飾語である場合,被修飾語には複数接辞が含まれていないにも関わらず,

表愛修飾語には複数接辞が義務的に付加される.こ の点から分かるのは,表 愛修飾語への

複数接辞付加は,単 に被修飾名詞に複数接辞が付加されている場合に限られているのでは

なく,被 修飾名詞の複数性が関与していることである.言 い換えれば,こ の現象は被修飾

語と表愛修飾語の間の 「数の一致」である.

(12)biahgur伽erejdeex-terxan-tmoeSbOelbex

昔 人 々 哀れな。PLど こ。ABLそ れ ほど 多い

kemysten・enxoruopeljordox-tore-j

金 を得 る・CV棺 作 る。VN.NEur-3PL-Q

「哀 れ な昔の人々は,ど こか らそれほ ど多 くの金を持ってきて棺 を作 ったのだろ う」

2例 えばaBnj「 愛する」の後置型連体修飾の用法について
,辞 警であるSlepcov他 編(2004:256)の 説 明をサバ

語からの拙訳により示せば次のようである:「 所有接辞の付加 した名詞と共に用いて言及される対象物を話者

が格別に評価し,近 しく思い,共 感を持って特筆することを示す1.
3表 愛修飾語は

,名 詞に後続 して後置型連体修飾を行う他に次のような用法も持っている.erejdeex「 哀れな」

はε吻」deex(苦しみPRop)と,muezaax「 哀れな」はnmpnuax(不 幸一rnop)と分析することが可能である.こ

れら2つ の語およびburasan「 愛する」,o加㎎翼「立派な」は,単 独で現れそれ自体を名詞句として用いること

も可能である.suaha「 愛する」は,や はり単独で用いることのできる名詞smUm「 誤 り,間 違い」と同音で

ある(両 者は同音異義語である可能性もある).asa1'「愛する」には動胴述語に後続し程度を強める用法がある

他,そ れ自体が述語として現れることも稀にあり。この時には身体部位を主踏として 「痛い」を表す(こ れら3

つの用法は同音異義の関係にある別の語に属する可能性もある).
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サハ語(ヤ クー ト語)の 後置型連体修飾と数の一致

(13)ehigi'erejdeex-terbelex-Xiti-gernaadurj-bap-purn

君 た ち 哀 れ な・pL贈 物・pOSS.2pL-DAT要 す る一NEG:PRES。1SG

「哀 れ な君 た ちの贈物 は,私 は要 らない」

3.3所 有接辞

表愛修飾語を含む名詞句に所有接辞が付加される場合,所有接辞は名詞にのみ付加され,

表愛修飾語には付加 されない.つ まり複数接辞の場合とは異なり,所 有接辞は一致をしな

い.

(14)tetefon-ummuLmatvcb司aa職1naa-nuIl-1a

電 話 一pOSS.1SG哀 れ な ゆ らゆ らす る一CvAUx。PAST:3SG

「[私 は電 話 を切 る と受 話器 を本体 に向 け投 げつ けた]哀 れ な電 話 は ,ぐ ら ぐら した」

(15)OBOrMswzahaa道 δωk←taaκ一abuoluo

子 一POSS.1SG愛 す る 空腹。PROp-POSS.3SGだ ろ う

「愛 す る我 が子 は空腹 だ ったのだ ろ う」

(16)uolat卜tar一anmbarasat-tarbarUJoett-y1len(ejoebyl

青 年PレPOSS.1SG愛 す るPL全 て 面一INST支 え

buol-al-lartu-garmaxta!一 田mmuηur-asuox

な る一VN.PRES-3pL-DAT感 謝 ・POSS.1SG終 わ り一POSS.3SGな い:COp.3SG

「愛 す る青 年 た ちが全 面的 に支 えになって くれ る ことに対 し,私 の感 謝 は尽 きな い」

3.4格 接辞

表愛修飾語を含む名詞句に格接辞が付加される場合,所 有接辞の場合とは対照的に格接

辞は表愛修飾語にのみ付加 され,名 詞には付加 されない.つ まり複数接辞の場合とは異な

り,格 接辞は一致をしない.

(17)dojdU。mbartustzn-u7kcerLdcex-py働nekyys-per

国 一POSS.1SG愛 す る 一ACC見 る 一VN.NEUT-1S(トPARTカ ーPOSS.1SG:DAT

kyyseb-m-er

力 加 え る 一PASS-PRES:3SG

「愛 す る 我 が 祖 国 を 見 る と,私 の 力 に 力 が 加 え ら れ る(力 が み な ぎ る)」
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(18)加 伽f脚 脚 徽kUtUrug・u。n=erexaallar-burt一 血r

猟 師 哀れ な。DAT尾 一pOSS.3S(NACC・=だ け 残す一PAST-3PL

「[3匹 の 狼 が飼 い犬 を食い ちぎ り]哀 れな猟師には犬の尾 だけを残 した」

(19)surlguihurt-tarbaza-larui.garUAZrkbarasan-antzn

馬 飼 い 」pL基 地 一POSS.3pレDATUMik愛 す る 一INST

ajannaa-ntiij・e・bit

旅 す るCV着 く・PRES・1PL

「私 た ち は 馬 飼 い た ち の 拠 点 ま で 愛 す るUAZikで 向 か う4」

3.5表 愛修飾語を含む名詞句の構造

以上見てきたように,サ バ語の後置型連体修飾においては,屈 折接辞の付加についても

典型的名詞句との相違点を示す.表 愛修飾語を含む名詞句の構造を模式的に示せば(20)の

ようになる.

(20) 圖PレP・SS麺PL{ASE

後置型連体修飾は,語 順および数の一致が見られる点において,典 型的名詞句 とは異な

っている.一 方で格接辞については,最 も後方の要素にのみ付加されるという点で,典 型

的名詞句の場合 と同様に振る舞っている.

鑑 接語との違い

サバ語の接語は,専 ら自立語に後続するタイプ,す なわちencliticである.主 要部である名詞

に後続する要素とい う点において,表 愛修飾語の振る舞いは接語と共通するようにも思える.

しかしながら結論から言えば,表 愛修飾語の形態統語的振る舞いは接語の場合とも異なるもの

である.以 下に,名 詞に接語が後続するいくつかの例を示す.

(21)urutuolat-tar=ereye∋ren-e1-1erete

以 前 男 子 ・PL=だ け 学 ぶ 一PRES-3PLAux

「[大 学 で は]以 前 は 男 子 だ け が 学 ん で い た 」

4UAZikと は
,ロ シ アの 大 衆的 ジー プ の名 で あ る.
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(22)busir■geuhuu-rsanaa

こ の 土 地 一DAT長 く な る 。VN.PRES考 え

xaja-bUitUi-gar=dasuox

ど ち ら・・POSS.1PレDAT=も な い:COP.3SG

「こ の 地 に 長 く留 ま る と い う考 え は,私 た ち の ど ち ら に も な い 」

(23)i廿 ・nirり㎝bH-e。b㎞

それ・ACC=く らい 知 る一PRES-ISG

「私 はそれ くらい は知 っている」

以上の例が示す ように,名 詞に接語が後続する場合,屈 折接辞は名詞にのみ付加 される.

接語は単にそれ らに後続するのみであり,表 愛修飾語とは違い,屈 折接辞が付加 されること

も無ければ名詞との 「数の一致」を示すことも無い5.

5.ツ ングース賭語との対照

サバ語の表愛修飾語による後置型連体修飾には,2つ の特異性(語 順の逆転および数の一致)

が見られることを指摘 した.同 系のチュルク諸語において,連 体修飾語が名詞に後続するとい

う語順の逆転現象は報告 されていない[Johanson(1998:49),GδkSelandKerslake(2005:162)].

Johanson(1998:49)は さらに"Thereisnoagreementinnumberorcasebetw㏄ndependentsand

heads"と 述べ,チ ュルク諸語では名詞句内に一致が見 られないことを指摘 している.モ ンゴル

諸語においても,連 体修飾語は被修飾名詞に先行 し,そ の際には屈折接辞により形を変えない

ことが指摘されている[大 江(1988),KullmannandTserenpil(2008:377)].と ころが,同 じく

アルタイ型言語の特徴を示すツングース諸語では,本 稿で指摘 したような後置型連体修飾に類

似 した現象が報告されている.

第1節 でも述べたように,河 野(1989)は,ア ルタイ型言語の類型的特徴は連辞的統語原理で

あると指摘する.し かし河野(1989)は 同時に,ツ ングース語族に属す るエウェンキー語では

「名詞とそれを修飾する形容詞の間で照応が行われ,し かも,形 容詞のあるものが名詞の後に

くる」ことについても言及 し,こ れを 「アルタイ型の言語 としては異例の現象」であると指摘

している.エ ウェンキー語におけるこのような語順について,具 体的には大江(1988)が 例を

挙げている.(24)に 示すように,エ ウェンキー語においては修飾語(こ の場合は 「妻帯 してい

る」)が 被修飾名詞 「兄」に後続することがある.さ らに,処 格接辞および再帰所有接辞につ

いても,修 飾語と被修飾名詞の間で一致 している.

sた だ し疑問詞に後続し不定代名飼を形成する接語=emeは
,忽g一翼=ε耀輔 「何かを」(何一Aoc・CLr・A㏄)のよ

うに,先 行の疑問詞と同一の格接辞を伴うことが稀にある.こ の現象は,適 用可能な接語の数においても頻度

においても極めて限られていることから,本 稿の考察からは除外するものとする.
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(24)akiin。dulan-viiasiieii-laa-vii

兄 一LOC-REFL妻 帯 し て い る 一L㏄ 一REa

「妻 帯 し て い る 自 分 の 兄 に 」

[大 江(1988:542)]

このような語順の逆転および一致にっいて包括的かつ詳細に扱った研究として,風 間(1994)

がある.風 間(1994)は,ツ ングース諸語において修飾語と被修飾語の語順が逆転す る現象,

およびその際に修飾語と被修飾語の間で数および格の一致が起こる現象(風 間(1994)は これ

を 「一致」と呼んでいる)に ついて,ナ ーナイ語を中心に広くツングース諸語全般について記

述を行っている.風 間(1994:77-78)に よれば,ツ ングース諸語のこの現象には2つのタイプが

ある.風 間(1994)の 分類を筆者がまとめたものを表1に示す.

[表1]ツ ングース諸語における 「一致」の2つのタイプ

Aタ イプ Bタ イプ

語順および

一致の起こる条件

修飾語が名詞に先行または後続

修飾語が後続する際のみ一致

修飾語が常に名詞に先行

一致が義務的に起こる

修飾語の種類 主に数詞 ・数量の形容詞 修飾語一般

一致する屈折接辞 ほとんど対格接辞に限られる 複数接辞および格接辞

言語
ナーナイ語など,ほ とんどの

ツングース諸語

エウェンキー語南方言,

エウェン語東 ・中央方言

サバ語の後置型連体修飾は,サ バ語一般の統語法のみならずチュルク諸語全体の統語法から

見ても特異な語順である.し かも,や はりチュルク諸語にはふつ う観察されない 「数の一致」

が,修 飾語 と被修飾語の間に義務的に起こる.こ れに類似 した現象が,サ バ語の近隣で話 され

ているツングース諸語に見られる事実は興味深いものであるから,以 下でサバ語 とツングース

諸語の対照を試みる.

まず,表1に 挙げた項 目のそれぞれについてサバ語の場合と比べてみる.[1]語 順および一致

の条件については,サ バ語では表愛修飾語は必ず被修飾名詞に後続 し,そ の際に数の一致が義

務的に起 こる.従 ってツングース諸語のAタ イプに近いと言えるが,た だしツングース諸語の

場合 とは異な り,表 愛修飾語は被修飾名詞に先行することは無い.【2]修 飾語の種類について

は,サ バ語では話者の親近感を表すものに限られるから,ツ ングース諸語のA・B両 タイプの ど

ちらとも異なっている.[3]一 致する屈折接辞については,サ バ語では複数接辞のみであるか

ら,ツ ングース諸語のA・B両 タイプのどちらとも異なっている.

このように,連 体修飾語と被修飾名詞の間に非典型的な語順が見られ,な おかつ両者の間に

一致が起こるとい う点で ,サ バ語の後置型連体修飾 とツングース諸語の 「一致」は表面上では

一18一



サハ語(ヤ クー ト語)の 後置型連体修飾と数の一致

類似する.し か しながらその内実を詳しく見ると,ツ ングース諸語 とサバ語ではかな り異なる

振 る舞いを示 していることが分かる.以 上の事実から考えると,サ バ語の後置型連体修飾は,

ツングース諸語からの間接的影響があった蓋然性はあるにせよ,そ こからの直接的な借用であ

るとは考えにくいものである6.

6.結 論

本稿では,サ バ語の後置型連体修飾について報告 した。サバ語には河野(1989)の 言 う 「連

辞的統語原理」が広く見 られ,修 飾語は被修飾要素に先行することを特徴 とする.こ の原則に

反 し,6つ の表愛修飾語は被修飾名詞に後続 しなければならず,さ らにその際,被 修飾名詞 との

間で数の一致 を行 う.こ の語順および一致は,サ バ語の典型的名詞句には見られない現象であ

るが,一 方で格接辞にっいては,典 型的名詞句と同様に,最 も後方の要素にのみ付加 される.

サバ語の後置型連体修飾と表面的に類似する現象として,ツ ングース諸語に見られる 「一致」

と呼ばれる現象があるが,両 言語における現象を詳 しく検討 した結果,実 際の振る舞いにはか

なりの違いがあることが明らかになった.

6現 在
,サ バ語の話されている地域とその使用域が近接するのは,エ ウェンキー語およびエウェン語である.

これらの言語は,実 畷には相互に混 じり合うモザイク状の分布を示し,エ ウェンキー語またはエウェン語の話

者がロシア語 ・サバ語との3言 語使用者であることもしばしばである.風 間(1994:Vii)の 示す地図によれば,

エ ウェン籍諸方言のうち,サ バ語使用域から離れている東方言 ・中央方言がBタ イプであり,サ バ語使用域に

近い西方言のみがAタ イプに属する.エ ウェンキー語諸方言にっいては,サ バ語使用域をちょうど三方から取

り囲むように分布しており,サ バ語使用域との近さとA・Bタ イプの相関は一概に言えない.
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鵬

ABL奪 格

ACC対 格

AUX助 動詞

CLT接 語

COPコ ピュラ

CV副 動詞

DAT与 格

INST具 格

NEG否 定

PART分 格

PASS受 身

PAST過 去

PL複 数

PoSS所 有

PRES現 在

PROPproprietive

SG単 数

VN形 動 詞

VN.NEUT形 動 詞 中立時制
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   Postmodification and number agreement 

between nouns and postmodifiers in Sakha (Yakut)

Fuyuki Ebata

 Keywords: Sakha, noun phrase, modifier, word order, agreement

                           Abstract 

Sakha is one of the Altaic-type languages, which are characterized by the strong syntactic principle 

that the modifier always precedes the head. In Sakha, however, there are several postmodifiers that must 

follow the head noun against the above-mentioned principle. This paper reveals the following two points 

on Sakha postmodifiers. [1]  All the postmodifiers in common convey a sense of intimacy to the modified 

noun. [2] What is most unusual is that postmodifiers must agree in number with the head noun, while the 

case suffix is attached only to the phrase-final element as in the typical noun phrases of Sakha.

(えばた ・ふゆき　アジア ・アフリカ言語文化研究所)
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